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山
形
大
学
教
育
学
部
同
窓
会 

東
京
支
部
だ
よ
り 

 

「
郷
土
に
寄
せ
る
想
い
を
つ
な
ぐ
」 

 
 

支
部
長 

 

朝
倉 
喩
美
子
（
昭
和
50
卒
） 

 

う
つ
し
世
は
一
夏
に
入
り
て 

 

吾
が
こ
も
る
室
の
畳
に
蟻
を
見
し
か
も 

 

茂
吉 

 

六
月
、
衣
更
え
の
季
節
で
す
。
中
高
生
が
夏
服
に
な

り
、
街
に
明
る
い
色
が
あ
ふ
れ
て
く
る
の
も
い
い
も
の
で

す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
と
こ
ろ
の
気
温
上
昇
は
、
真
夏
の

「
酷
暑
」
を
予
告
す
る
よ
う
な
勢
い
、
と
思
え
ば
雹
ま
で

も
交
じ
る
激
し
い
雷
雨
、
自
然
や
社
会
の
激
し
い
変
化
に

翻
弄
さ
れ
や
す
い
こ
の
頃
で
す
。
茂
吉
翁
の
歌
の
よ
う
に

静
か
に
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
味
わ
う
間
も
な
く
慌
た
だ

し
く
日
々
を
こ
な
す
思
い
が
す
る
の
は
、
心
の
ゆ
と
り
を

忘
れ
て
い
る
せ
い
で
し
ょ
う
か
。 

会
員
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
新

年
度
を
迎
え
て
ふ
た
月
経
ち
ま
し
た
。
職
を
終
え
肩
の
荷

を
下
ろ
し
た
方
、
新
た
な
職
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る

方
、
現
役
の
真
っ
た
だ
中
で
奮
闘
努
力
を
続
け
て
い
る
方

な
ど
、
様
々
な
立
場
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
中
に
は
、
病
気
療
養
、
介
護
、
勉
強
、
人
助
け
、

色
々
な
形
で
懸
命
に
努
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
す
。
お
手
元
に
届
く
こ

の
会
報
や
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
員
の
声
が
、
慰
め
や

励
ま
し
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。 

さ
て
、
山
形
大
学
で
は
、
今
年
度
か
ら
、「
地
域
教
育

文
化
学
部
」
か
ら
、「
教
育
学
部
」
に
改
組
さ
れ
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
本
当
に
め
で
た
い
こ
と
で

す
。
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
長
年
の
願
い
の
実

現
に
尽
力
さ
れ
た
大
学
や
同
窓
会
本
部
に
改
め
て
敬
意
を

表
し
ま
す
。「
教
育
学
部
」
と
し
て
、
体
系
的
に
教
員
養

成
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
、
教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て

も
今
後
の
成
果
が
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。「
山
形
県
小

学
校
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
大
学
と
県
と
の
密
接

な
協
力
に
よ
る
も
の
で
、
県
内
の
教
員
養
成
が
主
で
は
あ

る
も
の
の
、
将
来
的
に
は
他
県
で
の
教
員
採
用
を
志
望
す

る
学
生
に
も
広
く
対
応
す
る
も
の
に
な
る
そ
う
で
す
。
山

形
大
学
教
育
学
部
卒
業
の
東
京
都
採
用
や
関
東
地
区
採
用

の
教
員
も
そ
う
遠
く
な
い
う
ち
に
増
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
さ
れ
ま
す
。 

二
年
後
に
は
、
母
校
創
立
百
五
十
周
年
で
、
記
念
行
事

が
計
画
中
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
四
年
後
に
は
、
本
東
京

支
部
が
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史

や
積
み
上
げ
て
来
ら
れ
た
実
績
に
思
い
を
馳
せ
、
先
輩
諸

氏
の
情
熱
や
努
力
、
育
ま
れ
て
き
た
様
々
な
つ
な
が
り
に

感
謝
し
、
後
進
の
活
躍
に
期
待
し
今
後
の
展
望
を
膨
ら
ま

せ
る
よ
き
機
会
に
し
、
会
員
の
皆
様
方
と
共
に
喜
び
合
い

た
い
も
の
で
す
。
お
声
掛
け
し
ま
す
の
で
念
頭
に
置
い
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

先
日
、
世
田
谷
区
に
あ
る
雑
誌
の
図
書
館
「
大
宅
壮
一

文
庫
」
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
手
に
し
た

「
潮
」
二
〇
一
九
年
二
月
号
の
特
集
記
事
は
「
山
形
」
で

し
た
。『
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ
温
泉
王
国
・
果
樹
王

国
・
食
彩
王
国
「
山
形
」、
日
本
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
（
理

想
郷
）』
が
見
出
し
で
す
。
山
形
市
長
、
山
形
交
響
楽
団

常
任
指
揮
者
、
藤
沢
周
平
記
念
館
館
長
、
賀
茂
川
酒
造
取

締
役
、
紅
花
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
作
者
な
ど
山
形
関
連
の

方
々
九
名
の
寄
稿
が
あ
り
、
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
山
形
の
自
然
や
文
化
の
魅
力
を
誇
り
高
く
熱
く
語

り
、
宛
ら
山
形
の
伝
道
師
の
よ
う
で
す
。
二
〇
一
〇
年
バ

ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

加
藤
条
治
選
手
が
山
形
中
央
高
校
出
身
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

故
郷
を
離
れ
て
幾
年
月
、
昨
年
研
修
し
た
村
山
市
の
大

わ
ら
じ
の
よ
う
に
深
掘
り
し
た
い
多
く
の
魅
力
や
首
都
圏

と
の
つ
な
が
り
を
再
確
認
し
、
視
野
を
広
げ
た
い
も
の
で

す
。
本
部
、
関
東
地
区
各
支
部
、
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
連
携
を
強
め
、
会
員
の
皆
様
と
共
有
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

令和８年６月2８日 

発 行 人 
朝倉 喩美子 
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今
年
度
の
支
部
総
会
は
、
ご
来
賓
を
含
め
、
一
五
名
で

開
催
さ
れ
た
。 

講
演
会
で
は
、
津
留
俊
英
新
学
部
長
様
か
ら
、
今
年
度

よ
り
復
活
改
組
さ
れ
た
教
育
学
部
と
し
て
の
取
り
組
み
の

実
際
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
の
学
校
と
子
供

た
ち
の
未
来
に
明
る
い
希
望
が
持
て
る
と
い
う
思
い
に
満

ち
た
講
演
内
容
に
、
母
校
の
益
々
の
発
展
を
確
信
し
た
。 

 

ご
来
賓
の
渋
谷
光
夫
同
窓
会
会
長
か
ら
は
、
二
年
後
の

母
校
創
立
百
五
十
周
年
記
念
行
事
へ
の
取
り
組
み
と
、
各

支
部
活
動
へ
の
期
待
等
に
つ
い
て
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。 

 

総
会
で
は
、
朝
倉
支
部
長
よ
り
、
新
教
育
学
部
の
教
員

育
成
の
発
展
と
関
東
地
区
へ
の
採
用
を
期
待
し
、
各
支
部

相
互
の
連
携
に
よ
る
関
東
地
区
各
支
部
の
活
動
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
方
針
が
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
則
の
改

正
「
山
形
大
学
教
育
学
部
東
京
支
部
」
へ
の
変
更
等
や
本

年
度
予
算
等
が
承
認
さ
れ
た
。 

懇
親
会
で
は
、
奥
山
利
弘
校
友
会
事
務
局
長
様
、
齋
藤

隆
士
横
浜
支
部
様
・
齊
藤
彰
神
奈
川
支
部
様
・
小
松
栄
三

郎
千
葉
各
支
部
長
様
か
ら
各
支
部
の
現
状
等
が
話
さ
れ
た
。

石
幡
暁
美
山
音
会
会
長
代
理
様
か
ら
は
、
エ
ル
ガ
ー
作
曲

「
愛
の
挨
拶
」
等
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
三
曲
が
披
露
さ
れ
、

会
場
が
優
雅
な
雰
囲
気
に
一
変
、
参
加
者
一
同
、
柔
ら
か

く
繊
細
な
音
色
に
酔
い
し
れ
た
。 

小
松
栄
三
郎
千
葉
支
部
長
様
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
独
奏
が
披

露
さ
れ
、
拍
手
喝
さ
い
さ
れ
た
。
最
後
は
、
小
松
様
の
伴

奏
に
よ
っ
て
数
曲
が
歌
わ
れ
、
盛
り
上
が
っ
た
。「
ふ
る
さ

と
」
を
斉
唱
し
、

母
校
へ
の
感 

謝
と
参
加
者 

互
い
の
健
闘 

を
誓
っ
て
閉 

会
と
な
っ
た
。 

本
年
度
の 

事
業
を
実
の 

あ
る
も
の
に 

し
、
会
員
の 

皆
様
と
と
も 

に
、
よ
り
よ 

い
支
部
に
し 

て
い
き
た
い
。 

    

学 

部 

長 

講 

演
（
概
要
） 

 
  

  

「
山
形
大
学
教
育
学
部
が
描
く
次
世
代
の
学
び
」 

教
育
学
部
長 
津
留
俊
英 

本
学
に
お
け
る
教
員
養
成
は
、
明
治
十
一
年
の
山
形
県 

師
範
学
校
創
立
以
来
、
約
百
五
十
年
に
わ
た
り
地
域
の
皆

様
と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。そ
し
て
こ
の
四
月
、

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
「
地
域
教
育
文
化
学
部
」
の
歴
史

と
、
学
校
現
場
や
地
域
社
会
に
密
接
に
結
び
つ
い
た
実
践

的
な
教
育
研
究
の
財
産
を
受
け
継
ぎ
、
教
員
養
成
の
高
度

化
に
特
化
し
た
「
教
育
学
部
」
と
し
て
、
新
た
な
一
ペ
ー

ジ
を
開
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
学
に
と
っ
て
実
に
二

十
一
年
ぶ
り
と
な
る
新
学
部
の
設
置
は
、
単
な
る
組
織
再

編
で
は
な
く
、
時
代
の
急
速
な
変
化
や
多
様
化
す
る
教
育

現
場
の
要
請
に
応
え
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
大
学
と
し
て

の
使
命
を
問
い
直
す
決
意
の
表
れ
で
も
あ
り
ま
す
。  

こ
の
記
念
す
べ
き
門
出
に
合
わ
せ
、四
月
九
日
に
は「
教

育
学
部
開
設
・
一
号
館
講
義
棟
完
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
」

を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
同
窓
会
会
長
の
渋
谷
光

夫
様
を
は
じ
め
、
山
形
県
内
の
教
員
養
成
に
お
い
て
本
学

が
長
ら
く
連
携
し
て
き
ま
し
た
山
形
県
教
育
長
様
、
山
形

市
教
育
長
様
な
ど
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
を

賜
り
、華
や
か
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
の
皆
様
と
と
も
に
こ
の
記
念
す
べ
き
瞬
間
を
共
有

し
、
新
た
な
出
発
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。  装

い
も
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
一
号
館
講
義
棟
は
、

現
代
の
教
育
現
場
に
即
し
た
最
先
端
の
学
び
の
場
で
す
。

全
て
の
教
室
に
お
い
て
、
学
生
同
士
が
主
体
的
に
議
論
し

課
題
を
解
決
し
て
い
く
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に

令
和
八
年
度 

山
形
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
東
京
支
部 

講
演
会
・
総
会
・
懇
親
会
開
催(

報
告
） 

六
月
二
十
八
日
（
日
）
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
（
四
ツ
谷
） 
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対
応
し
た
環
境
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
教

員
に
は
、
知
識
を
伝
達
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
自

在
に
使
い
こ
な
し
、
子
ど
も
た
ち
の
対
話
を
引
き
出
す
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
生
た
ち
は
こ
の
「
未
来
の
教
室
」
を
先
取
り
し
た
環
境

の
な
か
で
、
日
々
実
践
的
な
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。  

新
体
制
と
な
っ
た
今
年
度
は
、
百
五
十
六
名
の
教
育
学

部
生
を
迎
え
ま
し
た
。
学
校
推
薦
型
選
抜
Ⅱ(

地
域
枠
入

試)

の
影
響
も
あ
り
、小
学
校
教
員
養
成
コ
ー
ス
と
理
数
系

教
員
養
成
コ
ー
ス
で
は
山
形
県
出
身
者
が
七
割
を
占
め
る

一
方
、
中
学
校
教
員
養
成
コ
ー
ス
と
心
理
支
援
系
教
員
養

成
コ
ー
ス
で
は
全
国
か
ら
学
生
が
集
ま
る
な
ど
、
コ
ー
ス

ご
と
に
多
様
な
特
徴
を
持
つ
若
者
た
ち
が
集
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
新
入
生
の
み
な
ら
ず
、
地
域
教
育
文
化

学
部
の
先
輩
た
ち
も
ま
た
、
熱
心
に
勉
学
に
励
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
よ
り
、
同
窓
会
の
皆
様
の
温
か
い
お
力
添
え

に
よ
り
、
教
員
採
用
試
験
の
「
個
別
面
接
対
策
講
座
」
を

実
施
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
経
験
豊
か
な
先
輩

方
に
よ
る
力
強
い
サ
ポ
ー
ト
は
、
教
員
を
目
指
す
学
生
た

ち
に
と
っ
て
何
よ
り
心
強
く
、
大
き
な
支
え
と
な
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

私
た
ち
教
職
員
一
同
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
最
大

限
に
活
用
し
、
確
か
な
専
門
性
と
豊
か
な
人
間
性
を
兼
ね

備
え
た
「
教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
の
養
成
に
邁

進
す
る
所
存
で
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
郷
土
・
山
形
か
ら
未
来
を
担
う
教
育
人
材
を
輩
出
す

る
私
た
ち
の
新
た
な
挑
戦
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会
・
セ
ミ
ナ
ー
報
告 

 
 
 
 
 

 

顧
問 

 

宮
下 

洋
（
昭
和
40
年
卒
） 

令
和
八
年
三
月
七
日
、
市
岡
正
彦
会
長
（
医
学
部
一
期

生
）
、
母
校
大
学
玉
手
英
利
学
長
挨
に
続
き
、
各
学
部
同

窓
会
支
部
長
・
役
員
、
校
友
会
学
生
幹
事
等
の
活
動
紹
介

が
行
わ
れ
た
。
議
事
の
役
員
改
選
で
東
京
支
部
の
朝
倉
喩

美
子
支
部
長
が
新
会
長
に
、
千
葉
支
部
の
小
松
栄
三
郎
支

部
長
が
新
副
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。
山
形
県
人
祭
参
加
、

同
窓
生
セ
ミ
ナ
ー
開
催
等
の
活
動
を
通
し
て
各
学
部
同
窓

会
の
更
な
る
連
携
を
図
る
旨
を
確
認
し
て
議
事
を
終
え
、

校
友
会
学
生
幹
事
に
よ
る
「
小
白
川
キ
ャ
ン
パ
ス
八
峰

祭
」
、
異
文
化
交
流
フ
ェ
ス
タ
等
の
活
動
紹
介
が
行
わ
れ

た
。 次

い
で
、
同
窓
生
の
五
十
嵐
有
佳
氏
（
工
学
部
バ
イ
オ

科
学
専
攻
）
を
講
師
に
迎
え
て
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

た
。 氏

は
、
日
本
酒
「
東
光
」
小
嶋
総
本
店
・ 

事
業
開
発
室
勤
務
。
演
題
は
、
米
沢
上
杉
藩 

献
上
酒
醸
造
元
、
「
伝
統
産
業
で
働
く
と
い 

う
こ
と
」
。
ひ
め
さ
ゆ
り
酵
母
の
日
本
酒
開 

発
を
経
て
、
米
沢
の
水
、
米
に
よ
る
旨
い
も 

の
造
り
と
発
酵
の
観
点
か
ら
の
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
商
品
の

開
発
に
挑
戦
し
、
無
添
加
で
栄
養
素
の
高
い
飲
料
・
食
品

事
業
を
展
開
し
た
。 

古
来
よ
り
の
伝
統
産
業
技
術
を
用
い
て
、
人
の
生
活
が

豊
か
に
な
る
モ
ノ
造
り
と
時
間
を
創
る
こ
と
に
意
義
を
見

出
し
、
日
本
酒
ソ
ム
リ
エ
と
な
っ
た
と
い
う
。
東
京
支
部

の
宮
下
、
井
坂
両
顧
問
、
千
葉
支
部
の
豊
田
益
男
顧
問
、

小
松
栄
三
郎
・
川
崎
支
部
の
伊
東
芳
男
・
神
奈
川
支
部
の

齊
藤
彰
各
支
部
長
は
じ
め
、
講
演
会
参
加
の
約
六
十
名
の

会
員
が
深
い
感
銘
を
も
っ
て
拝
聴
し
た
。
午
後
は
出
席
者

に
よ
る
懇
親
会
と
な
り
、
学
部
の
枠
を
超
え
て
親
交
を
深

め
、
終
盤
に
は
お
祝
い
と
し
て
教
育
学
部
同
窓
会
本
部
の

渋
谷
光
夫
会
長
の
音
頭
に
よ
る
「
最
上
川
舟
歌
」
を
宮
下

が
披
露
申
し
上
げ
た
。 
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会 

務 

報 

告 
【
令
和
七
年
】 

〇
四
月
十
二
日 

第
一
回
役
員
幹
事
会 

（
山
大
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト 

新
橋
） 

〇
五
月
三
一
日 
第
二
回
役
員
幹
事
会
・
第
一
回
顧
問
会

議 （
山
大
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト 

新
橋
） 

〇
六
月
十
九
日 

さ
く
ら
ん
ぼ
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 

（
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
） 

〇
六
月
二
二
日 

東
京
支
部
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会 

（
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ 
四
谷
） 

〇
七
月
二
六
日 

千
葉
支
部
総
会
（
支
部
長
参
列
） 

〇
八
月
五
日 

 

第
三
回
役
員
幹
事
会 

支
部
便
り
発
送 

 
 
 
 
 
 
 

（
新
宿
ダ
イ
カ
ン
プ
ラ
ザ
Ａ
館
） 

〇
九
月
七
日 

 

山
形
県
人
東
京
連
合
会
総
会
・
懇
親
会 

 
 
 
 
 
 
 

（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
） 
 
 
 
 
 
 
 

〇
十
月
五
日 

 

山
形
大
学
地
域
教
育
文
化
学
部
創
立
四 

十
七
周
年
記
念
事
業 

（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
） 

支
部
長
（
卒
業
50
年
）
参
加 

〇
十
月
十
九
日 

神
奈
川
支
部
総
会
（
支
部
長
参
列
） 

〇
十
一
月
二
日 

第
四
回
役
員
幹
事
会
、
支
部
研
修 

（
大
わ
ら
じ
関
連
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
事
前
研
） 

講
師
・
岸
榮
子
副
支
部
長 

新
年
会
準
備
、
支
部
便
り
編
集
計
画 

（
新
宿
ダ
イ
カ
ン
プ
ラ
ザ
Ａ
館
） 

〇
十
一
月
十
一
日 

支
部
研
修
現
地
下
見
、
諸
調
整 

〇
十
一
月
二
二
日 

支
部
研
修
会
、
昼
食
会
（
米
久
） 

「
大
わ
ら
じ
の
深
掘
り
と
浅
草
散
策
」 

宝
蔵
門
、
浅
草
神
社
、
浅
草
寺
他 

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
案
内 

関
東
四
支
部
連
携
に
よ
る
研
修 

【
令
和
八
年
】 

〇
二
月
一
日 

 

第
四
回
支
部
長
会
議 

（
新
宿
ダ
イ
カ
ン
プ
ラ
ザ
Ａ
館
） 

〇
三
月
一
日 
 

役
員
幹
事
新
年
会 

（
魚
民
新
宿
西
口
総
本
店
） 

〇
三
月
七
日 

 

首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会
・
同
窓
生

セ
ミ
ナ
ー
・
卒
業
生
講
演
、
懇
親
会 

（
銀
座 

𠮷
乃
翔 

10
：
00
～
） 

〇
五
月
十
日 

 

令
和
八
年
度
第
一
回
役
員
幹
事
会 

（
新
宿
ダ
イ
カ
ン
プ
ラ
ザ
Ａ
館
） 

〇
六
月
十
七
日 

さ
く
ら
ん
ぼ
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 

（
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
） 

〇
六
月
二
八
日 
東
京
支
部
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会 

（
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ 

四
谷
） 

 

会 

務 

計 

画 

〇
七
月
十
九
日 

令
和
八
年
度
第
二
回
役
員
幹
事
会 

支
部
便
り
発
送
作
業
、 

（
新
宿
ダ
イ
カ
ン
プ
ラ
ザ
Ａ
館
） 

〇
八
月
三
日 

 

第
五
回
支
部
長
会
議 

（
新
宿
ダ
イ
カ
ン
プ
ラ
ザ
Ａ
館
） 

〇
九
月
六
日 

 

山
形
県
人
東
京
連
合
会
総
会
・
懇
親
会 

 
 
 
 
 
 
 

（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
） 

 
 
 
 

〇
十
月
十
八
日 

山
形
大
学
教
育
学
部
創
立
百
四
十
八
周 

年
記
念
事
業（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
） 

〇
令
和
九
年
一
月 

役
員
幹
事
新
年
会 

 

令
和
八
年
度 

東
京
支
部
役
員
組
織 

 

（ 

役
職 

） 
( 

氏 

名 ) 

支
部
長 

 

朝
倉
喩
美
子 

副
支
部
長 

岸
榮
子 

寺
崎
タ
カ
子 

幹
事
長 

 

藤
﨑
一
夫 

副
幹
事
長 

鍋
谷
真
吾 

竹
元
恵
美 

幹 

事 
 

髙
橋
誠
也 

松
山
洋
子 

 

長
岡
富
美
子 

 

支
部
規
約
の
改
正 

 

あ

現 

行
あ 

第
二
条
：
称 

本
会
は
、
山
形
大
学
地
域
教
育
文
化
学
部

同
窓
会
東
京
支
部
と
称
す
る
。 

あ

改 

正 

後
あ 

第
二
条
：
称 

本
会
は
、
山
形
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
東

京
支
部
と
称
す
る
。 

（
内
規
の
改
正
）
七
、
新
年
会
の
案
内 

東
京
支
部
役
員
お
よ
び
協
力
者
等
に
送
る
。 

 

春の馬見ヶ崎川 
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～
東
京
支
部 

会
員
の
声
～ 

 

「こ
れ
を
見
る
と
（聞
く
と
）思
い
出
す
学
生
時
代
」や
「今
、

は
ま
っ
て
い
る
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
様
々
な
思
い
出
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

教
育
学
部
社
会
課
程
に
入
学
し
、
同
じ
教
科
の
先
輩
と

北
辰
寮
十
七
号
室
で
過
ご
し
ま
し
た
。
午
前
二
時
過
ぎ
ま

で
予
習
復
習
、
先
輩
の
経
験
談
を
伺
い
、
講
義
を
受
け
る

際
、
眠
気
を
堪
え
る
辛
さ
を
経
験
し
ま
し
た
。 

 

ノ
ー
ト
の
文
字
が
「
ミ
ミ
ズ
」
模
様
で
困
っ
た
。
す
る

と
、
先
輩
た
ち
の
ノ
ー
ト
が
十
七
号
室
秘
密
ノ
ー
ト
箱
に

あ
り
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

 

二
年
目
、
寮
監
に
従
う
制
度
を
自
治
寮
に
す
る
改
革
案

を
寮
生
会
議
に
提
案
し
、学
部
長
に
許
可
を
受
け
る
係
は
、

十
七
号
室
住
人
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
結
果
、
講
義
を

受
け
る
際
は
服
装
の
乱
れ
を
正
し
、
施
設
の
整
理
整
頓
に

配
慮
し
、
受
付
の
対
応
及
び
食
事
の
準
備
・
会
計
も
寮
生

が
行
う
こ
と
。
そ
の
他
は
十
七
号
室
が
責
任
あ
る
行
動
を

取
る
こ
と
。
と
し
て
許
可
を
頂
い
た
。 

年
一
回
、女
子
寮
と
の
交
流
会
を
行
っ
た
ら
、北
辰
寮
も
、

見
違
え
る
ほ
ど
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
な
あ
。 

見
回
り
係
の
黒
田
記
す
。 

（
昭
和
34
年
卒 

黒
田 

貞
夫
） 

 

九
十
歳
が
目
前
な
の
で
、
健
康
管
理
に
は
余
念
が
な

山形大学教育学部同窓会 東京支部 
令和８年度 予算 
（令和８年４月～令和９年３月） 

令和８年６月２８日 

一般会計 
１．収入の部         １５９，６４０円 
 （１）繰越金          ３２，６４０ 
（２）年会費（賛助金を含む）  ７５，０００ 
（３）山形大学教友会研究奨励金 ３２，０００ 

 （４）特別会計より補填      ２０，０００ 
 
２．支出の部         １５９，６４０円 
 （１）渉外費          ６３，０００ 

①山形大学周年行事祝金等  １７，０００ 
        （交通費７，０００円を含む） 

    ②山形県人東京連合会費    ２０，０００ 
    ③近隣支部総会祝金等     ２６，０００ 

（交通費６，０００円を含む） 
 （２）会議費（貸会議室料金等） １０，０００ 
 （３）通信費          ４０，０００ 
   （役員会、総会案内葉書、支部便り等発送料） 
（４）事務費（インク、事務用品等）４，５００ 
（５）研修費（講師謝礼、資料作成）２０，０００ 
（６）支部便り製作費（用紙、印刷）１５，０００ 

 （７）予備費            ７，１４０ 
 
 
 
 
特別会計積立金 
  令和８年度４月１日現在  ３３６，９１９円 
           
※令和８年度は、特別会計より、２万円を一般会計
に補填しています。 

 

山形大学地域教育文化学部同窓会 東京支部 
令和７年度 会計報告 

（令和７年４月～令和８年３月） 
令和８年６月２８日 

一般会計 
１．収入の部          １７４，３９２円 
（１）繰越金            ３１，３９２ 
（２）年会費（賛助金を含め４１名）８１，０００ 
（３）山形大学教友会研究奨励金  ３２，０００ 
（４）特別会計より補填     ３０，０００ 
 

２．支出の部          １４１，７５２円 
 （１）渉外費           ５９，０００ 
   ①山形大学周年行事祝金等    １５，０００ 
   （交通費５，０００円を含む） 
   ②山形県人東京連合会費     ２０，０００ 
    ③近隣支部総会祝金等      ２４，０００ 
   （交通費４，０００円を含む） 
 （２）会議費（貸会議室料金等）    ５，７２６ 
 （３）通信費          ４５，９０９ 

（役員会、総会案内葉書、支部便り等発送料） 
（４）事務費（インク代、事務用品等）４，９４０ 
（５）研修費（講師謝礼、資料作成） ９，７３０ 
（６）支部便り製作費（用紙、印刷）１５，４４７ 

 （７）予備費           １，０００ 
３．差引残高           ３２，６４０ 
（１７４，３９２－１４１，７５２＝３２，６４０） 
＊残金3２，６４０円は、次年度への繰越金と致します。 

 
特別会計積立金    ３５６，９１９円 
 
監査報告  
令和７年度の会計監査を令和８年４月１０日に実

施しましたところ、収支が上記の通りであることを
確認しました。       

会計監査人  松山  洋子㊞  
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い
。
あ
と
は
、
人
並
み
に
終
活
と
か
相
場
の
動
き
に
も
気

を
か
け
て
い
ま
す
。
母
校
が
新
・
教
育
学
部
に
な
っ
た

が
、
新
し
い
皮
袋
に
ど
の
よ
う
な
新
し
い
水
が
入
る
の

か
、
す
ご
く
関
心
が
あ
り
ま
す
。 

（
昭
和
34
年
卒 

小
林 

繁
人
） 

 

細
々
と
ピ
ア
ノ
は
続
け
て
お
り
ま
す
。
バ
ッ
ハ
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か

大
変
で
す
。
全
然
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
思
う
こ

と
ば
か
り
で
す
。
な
か
な
か
出
席
す
る
こ
と
は
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
今
後 

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
昭
和
35
年
卒 

寺
師 

弘
子
） 

 

教
育
学
部
の
復
活
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
ね
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 （

昭
和
35
年
卒 

衣
袋 

忠
雄
） 

 

脳
梗
塞
で
動
け
ぬ
。 （

昭
和
37
年
卒 

横
山 

健
次
郎
）  

教
育
学
部
の
名
称
復
活
の
お
祝
い
と
な
る
今
年
の
東
京

支
部
総
会
、
誠
に
う
れ
し
い
限
り
で
す
！  

安
易
に
名
称

変
更
せ
ず
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、

守
る
も
の
は
し
っ
か
り
と
守
る
母
校
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。 

金
銭
の
た
め
に
強
盗
事
件
を
起
こ
す
若
者
を
見
る
と
、

教
育
の
大
切
さ
が
し
み
じ
み
と
感
じ
ら
れ
、
何
で
も
欲
し

い
も
の
が
手
に
入
る
昨
今
、
人
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を

見
失
っ
た
か
の
よ
う
で
す
。 

青
少
年
問
題
と
い
う
も
の
は
無
く
、
あ
る
の
は
大
人
の

問
題
だ
、
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
世
界
の
為
政
者
も
日

本
の
政
治
家
も
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
と
思
う
ば
か
り
で

す
。
ふ
る
さ
と
山
形
の
き
び
し
く
も
優
し
い
自
然
豊
か
な

中
で
育
っ
た
我
々
大
人
が
し
っ
か
り
と
身
を
正
し
て
歩
む

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。 （

昭
和
38
年
卒 

髙
橋 

誠
也
） 

 

「
音
楽
愛
好
の
日
々
」 

 

山
音
会
関
東
支
部
演
奏
会
は
令
和
八
年
六
月
十
三
日
に

開
催
し
た
が
、
高
齢
化
の
た
め
出
演
者
が
減
り
つ
つ
あ
る

課
題
が
生
じ
て
い
る
。
教
育
学
部
同
窓
会
東
京
支
部
の
八

十
周
年
ま
で
あ
と
四
年
足
ら
ず
に
迫
っ
た
今
、
合
同
事
業

の
目
玉
、
演
奏
会
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

弦
バ
ス
弾
き
語
り
や
合
唱
団
賛
助
出
演
曲
の
練
習
、
音

楽
会
や
団
体
役
員
会
に
出
か
け
る
日
常
を
か
み
締
め
る
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。 

 

（
昭
和
40
年
卒 

宮
下 

洋
）  

学
生
時
代
に
『
死
霊
』
の
作
者
で
あ
る
埴
谷
雄
高
氏
と

の
討
論
会
が
学
生
寮
で
あ
っ
た
。
「
存
在
と
は
何
か
」

「
自
己
意
識
と
は
何
か
」
喧
々
諤
々
と
終
わ
り
の
見
え
な

い
哲
学
的
な
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
。 

帰
り
道
、
千
歳
山
と
馬
見
ヶ
崎
川
が
神
秘
に
満
ち
特
別

に
見
え
た
。
「
そ
う
だ
。
私
に
と
っ
て
の
存
在
と
は
、
そ

こ
に
変
わ
ら
ず
に
あ
る
こ
と
だ
。
」
と
自
己
中
心
的
な
解

釈
を
し
、
満
足
感
を
持
っ
て
帰
路
に
つ
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
。
学
生
時
代
は
怖
い
も
の
知
ら
ず
だ
っ
た
。 

（
昭
和
43
年
卒 

井
坂 

ト
キ
） 

 ◆
東
根
へ
の
“
さ
く
ら
ん
ぼ
ツ
ア
ー
”
は
、
現
職
時
代
か

ら
続
く
仲
間
と
の
何
よ
り
楽
し
み
な
年
中
行
事
。
昨
年
は

飛
ん
で
も
な
い
異
常
気
象
で
さ
く
ら
ん
ぼ
は
大
不
作
。「
佐

藤
錦
」
の
樹
を
切
り
倒
し
「
紅
秀
峰
」
に
切
り
替
え
た
と

い
う
驚
き
の
知
ら
せ
だ
っ
た
。
収
穫
は
四
，
五
年
先
と
な

る
の
で
、
今
年
の
ツ
ア
ー
も
見
送
り
。
山
形
が
い
き
な
り

遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

◆
そ
れ
に
し
て
も
、
お
天
気
相
手
の
農
家
の
苦
労
は
並
大

抵
で
は
な
い
。
農
家
だ
け
で
は
な
い
。
様
々
な
分
野
に
お

け
る
地
域
の
課
題
に
対
し
て
、
山
形
大
学
の
研
究
が
地
域

を
支
援
し
、
実
践
に
生
か
さ
れ
効
果
が
出
て
き
て
い
る
と

い
う
報
告
も
あ
る
そ
う
だ
。 

◆
今
回
の
教
育
学
部
復
活
に
対
す
る
期
待
も
大
き
い
。
ど

ん
な
教
師
が
育
つ
か
。
そ
の
教
師
は
ど
ん
な
子
供
た
ち
を

育
て
て
く
れ
る
か
。
若
い
力
を
信
じ
た
い
。
私
た
ち
に
で

き
る
母
校
へ
の
応
援
の
形
も
、
是
非
探
っ
て
い
き
た
い
と

思
う
。 
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（
昭
和
43
年
卒 

松
山 

洋
子
） 

 

私
は
喜
寿
を
迎
え
ま
し
た
。
夫
が
亡
く
な
っ
て
七
年
経

ち
ま
し
た
が
、
今
で
は
一
人
で
体
験
ス
ク
ー
ル
を
経
営
し

て
い
ま
す
。
一
人
と
い
う
の
は
な
か
な
か
大
変
な
こ
と

で
、
長
年
の
無
理
が
祟
っ
て
、
腰
や
膝
を
痛
め
て
し
ま

い
、
病
院
通
い
で
す
。
何
よ
り
も
健
康
が
一
番
大
切
な
こ

と
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
で
も
長
く
元
気

で
過
ご
せ
る
よ
う
に
毎
朝
六
時
二
五
分
か
ら
始
ま
る
テ
レ

ビ
体
操
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
週
二
回
の
運
動
教

室
に
も
通
っ
て
い
ま
す
。
田
舎
で
の
暮
ら
し
は
や
る
こ
と

が
沢
山
あ
っ
て
忙
し
い
で
す
。
作
物
の
手
入
れ
や
収
穫
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
一
番
大
変
な
草
刈
り
作
業
が
続
き
ま

す
。
嫌
な
こ
と
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ

と
し
た
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
毎
週
木
曜
に
あ

る
コ
ー
ラ
ス
、
月
二
回
の
英
会
話
教
室
で
す
。
頭
が
活
性

化
さ
れ
て
ボ
ケ
防
止
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
！ 

と
信

じ
て
続
け
て
い
ま
す
。 （

昭
和
47
年
卒 

酒
井 

ヒ
ト
シ
） 

 

卒
論
の
調
査
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
一
人
県
内
の
山
間
地
を

ブ
ラ
つ
い
た
。「
学
生
さ
ん
、ち
ょ
っ
と
こ
れ
飲
ん
で
み
な
」

と
、
白
く
濁
っ
た
液
体
を
湯
呑
満
杯
に
。「
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

で
美
味
し
い
で
す
ね
。何
で
す
か
、こ
れ
」「
ウ
フ
フ
、・・・
」。

ど
ぶ
ろ
く
か
ナ
？ 

卒
論
調
査
中
の
楽
し
い
ひ
と
時
。
小

さ
な
町
で
の
車
の
使
用
調
査
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、「
東
京
か

ら
来
た
ん
か
？
け
え
っ
て
く
ろ
」
睨
顔
。
背
広
姿
が
営
業

マ
ン
と
の
誤
解
を
招
く
。
朝
日
山
麓
の
地
滑
り
地
域
の
過

疎
調
査
で
、「
困
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
」「
家
が
傾
い
て
、

襖
も
戸
も
開
け
ら
れ
な
い
の
よ
」
真
に
迫
っ
て
訴
え
る
奥

さ
ん
、
じ
っ
と
黙
っ
て
俯
く
ご
主
人
。
ま
た
、
あ
る
最
端

集
落
か
ら
の
帰
り
道
、登
っ
て
き
た
細
く
険
し
い
山
道
が
、

昼
か
ら
の
豪
雨
で
ご
う
ご
う
と
し
た
濁
流
の
川
に
。
立
っ

て
歩
け
ず
、
川
底
に
腰
ま
で
浸
か
っ
て
濁
流
に
流
さ
れ
な

が
ら
下
山
し
た
が
、
あ
れ
は
怖
か
っ
た
。
そ
ん
な
一
人
歩

き
が
、学
校
の
勉
強
よ
り
数
倍
も
楽
し
く
充
実
し
て
い
た
。 

（
昭
和
47
年
卒 

藤
﨑 

一
夫
） 

  
 

毎
朝
、
六
時
に
犬
の
散
歩
を
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
向
か

い
ま
す
。
我
が
家
の
犬
も
今
で
は
す
っ
か
り
体
操
仲
間
の

マ
ス
コ
ッ
ト
に
な
り
か
わ
い
が
ら
れ
て
家
に
帰
り
ま
す
。 

そ
の
仲
間
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
畑
で
収
穫
し
た
物
や
山

菜
、
お
花
、
菓
子
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
い
た
だ
き
会
話
を
弾

ま
せ
な
が
ら
帰
っ
て
来
る
日
常
に
本
当
に
感
謝
す
る
日
々

で
す
。
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
様
々
な
紛
争
を
見
聞
き
す

る
中
、
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
ま
す
。
何
気
な
い

日
常
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ

る
今
日
で
す
。 

（
昭
和
48
年
卒 
長
岡 

富
美
子
） 

 

学
生
時
代
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
所
属
し
朝
日

岳
や
飯
豊
山
、
日
本
ア
ル
プ
ス
等
々
に
出
か
け
た
。
教
職

に
就
き
管
理
職
に
な
る
と
山
行
の
機
会
は
ほ
と
ん
ど
消
え

た
。退
職
、再
任
用
、再
雇
用
、浮
世
の
シ
ガ
ラ
ミ
は
多
々
。

一
息
つ
い
て
振
り
返
れ
ば
足
腰
が
心
も
と
な
い
。
が
、
子

ら
は
自
立
し
連
れ
合
い
と
の
生
活
も
五
〇
年
と
キ
リ
が
い

い
。
一
念
発
起
し
て
ス
イ
ス
行
を
決
め
た
。
登
る
こ
と
能

わ
ず
、
眺
め
る
、
触
れ
る
、
若
干
歩
く
こ
と
を
旨
と
す
る
。 

 

ス
イ
ス
の
山
々
は
息
を
の
む
ほ
ど
素
晴
ら
し
か
っ 

た
。
朝
日
に
染
ま
る
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
（
四
四
七
八
Ｍ
）、 

純
白
の
ア
イ
ガ
ー
（
三
九
七
〇
Ｍ
）、
メ
ン
ヒ
（
四
一
〇 

七
Ｍ
）
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
（
四
一
五
八
Ｍ
）、
モ
ン
ブ
ラ
ン 

（
四
八
一
〇
Ｍ
）、グ
ラ
ン
ド
ジ
ョ
ラ
ス（
四
二
〇
八
Ｍ
）、 

切
り
立
っ
た
岩
肌
、
険
し
い
山
容
、
そ
れ
ら
を
抱
く
氷 

河
、
ど
こ
を
見
て
も
目
を
奪
わ
れ
る
。
さ
す
が
観
光
立 

国
、
各
山
の
展
望
台
が
充
実
し
眺
望
が
素
晴
ら
し
い
。 

山
岳
鉄
道
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
す
べ 

て
駆
使
し
て
世
界
中
の
客
を
頂
上
テ
ラ
ス
に
運
ぶ
。
ア 

イ
ガ
ー
の
岩
山
に
十
六
年
か
け 

て
ト
ン
ネ
ル
を
通
し
た
と
は
驚 

き
だ
。
世
界
遺
産
の
ア
レ
ッ
チ 

氷
河
も
踏
み
し
め
た
。
自
然
満 

載
の
緑
の
国
か
ら
人
造
物
だ
ら 

け
の
日
本
の
都
会
へ
帰
国
し
、 

違
和
感
を
覚
え
て
い
る
。 

（
昭
和
50
年
卒 

朝
倉 

喩
美
子
） 
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四
月
二
九
日
に
第
三
三
回
の
午
後
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
音

の
散
歩
道
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
特
音
の
先
輩
、
後
輩

を
は
じ
め
幹
事
長
の
藤
﨑
さ
ん
も
ご
来
場
下
さ
い
ま
し

た
。
今
回
は
山
形
西
高
（
母
校
）
の
後
輩
の
飯
島
香
織
さ

ん
に
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

特
音
の
後
輩
で
今
は
大
学
で
指
導
し
な
が
ら
演
奏
活
動
を

な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
大
野
雄
太
さ
ん
に
素
晴
ら
し
い
ホ
ル

ン
で
共
演
し
て
頂
き
、
ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
の
七
重
奏
曲
を
披

露
い
た
し
ま
し
た
。
優
れ
た
プ
ロ
の
演
奏
家
と
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
は
大
い
な
る
刺
激
と
な
り
、
ま

た
、
勉
強
に
も
な
り
、
あ
り
が
た
い
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
続
け
る
こ
と
の

意
義
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

（
昭
和
51
年
卒 

石
幡 

暁
美
） 

 

「
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
当
時
新
装

の
「
山
大
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
必
ず
思
い
出
し
ま
す
。
制
服

を
着
た
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
さ
ん
が
注
文
を
取
り
に
来
て
く
だ

さ
る
本
格
的
？
ス
タ
イ
ル
で
大
好
き
で
し
た
。 

（
昭
和
59
年
卒 

篠
崎 

聡
子
） 

 

県
外
か
ら
入
学
し
て
一
年
間
過
ご
し
た
ア
パ
ー
ト
。
風

呂
無
し
ト
イ
レ
共
同
の
小
さ
な
ア
パ
ー
ト
で
し
た
が
、
楽

し
く
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
一
つ
困
っ
た
こ
と

は
、
大
家
さ
ん
に
家
賃
を
払
い
に
行
く
時
。
お
話
好
き
な

方
な
の
で
す
が
、
話
さ
れ
る
山
形
弁
が
分
か
ら
な
い
！ 

何
と
か
話
を
合
わ
せ
よ
う
と
努
力
し
た
事
が
今
で
は
懐
か

し
い
思
い
出
で
す 

（
昭
和
62
年
卒 

加
井 

美
和
）  

小
学
校
で
教
え
て
い
る
と
、
山
形
に
遭
遇
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
道
徳
「
な
い
た
赤
お
に
」
浜
田
広
介
、
国
語

「
モ
チ
モ
チ
の
木
」「
花
さ
き
山
」
斎
藤
隆
介
、
社
会
科
「
米

づ
く
り
の
さ
か
ん
な
庄
内
平
野
」、
運
動
会
の
表
現
「
花
笠

音
頭
」、
年
に
一
度
「
鶴
岡
で
の
学
校
給
食
発
祥
に
ち
な
ん

だ
献
立
」、
給
食
の
「
つ
や
姫
」「
芋
煮
」「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

「
尾
花
沢
す
い
か
」。住
ま
い
と
勤
務
地
で
あ
る
江
戸
川
区

は
鶴
岡
市
と
姉
妹
都
市
で
、
江
戸
川
区
民
ま
つ
り
に
は
鶴

岡
市
の
ブ
ー
ス
も
出
店
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
教
育
実
習
生

を
受
け
入
れ
る
と
、
山
形
大
学
付
属
小
学
校
で
緊
張
し
ま

く
っ
た
自
分
の
学
生
時
代
を
思
い
出
し
ま
す
。
ア
ル
バ
イ

ト
、
新
歓
コ
ン
パ
、
自
動
車
学
校
、
た
く
さ
ん
の
ワ
ー
ド

が
若
か
り
し
日
の
山
形
大
学
時
代
の
自
分
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
あ
ー
、
戻
り
た
い
な
あ
。 

（
平
成
６
年
卒 

竹
元 

恵
美

 

【 

編
集
後
記 

】  

 

〇
学
部
長
か
ら
は
、
学
生
同
士
が
主
体
的
に
議
論
し

課
題
を
解
決
し
て
い
く
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

に
対
応
し
た
環
境
の
整
備
、
子
供
た
ち
の
対
話
を
引

き
出
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
能
力
と
い
っ

た
時
代
が
求
め
る
先
駆
的
な
教
育
学
部
の
取
組
み
を

伺
い
、
母
校
の
教
育
に
全
国
か
ら
入
学
者
が
集
ま
る

理
由
に
納
得
で
き
ま
し
た
。 

〇
会
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
参
加
者
15
名
の
総
会

と
な
っ
た
が
、
今
年
度
は
、
新
た
に
３
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
学
部
再
興
を
祝
う
た
め
、
現

役
の
重
責
か
ら
解
放
さ
れ
、
再
び
故
郷
の
方
々
と
懇

親
を
深
め
る
た
め
、
演
奏
で
教
育
学
部
再
興
を
祝
う

た
め
と
、
思
い
は
様
々
で
す
が
、
懇
親
会
で
は
、
参
加

者
が
互
い
の
絆
を
深
め
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
で

参
加
者
増
加
を
図
り
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く
意
義

を
語
り
合
っ
て
、
明
る
い
見
通
し
が
持
て
ま
し
た
。 

〇
総
会
で
、「
会
員
の
声
」
の
内
容
の
豊
か
さ
が
話

題
に
な
り
、
他
支
部
で
も
、
参
考
に
し
て
会
員
の
絆

を
深
め
た
い
、
と
の
意
見
が
複
数
出
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
題
目
は
、「
学
生
時
代
の
思
い
出
」
懐
か
し

さ
い
っ
ぱ
い
で
す
。「
今
、
嵌
ま
っ
て
い
る
こ
と
」
若

い
あ
の
時
の
よ
う
に
今
も
輝
い
て
お
ら
れ
る
会
員
の

皆
様
の
お
姿
に
、
明
日
へ
の
希
望
が
湧
い
て
き
ま
す
。 

「
会
員
の
声
」
デ
ビ
ュ
ー
大
歓
迎
。
待
っ
て
い
ま
す
。 

〇
高
橋
誠
也
山
音
会
会
長
様
は
、「
会
員
の
声
」
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
参
加
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
山
形
人
ら

し
く
誠
実
に
生
き
る
お
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 


